
加工の種類（加工要素）

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して設計できる加工の種類（加工要素）について記載しています。

・設計時は製品の左上が加工原点となります。

・面粗度の目安は Ra 3.2〜6.3となります（キリ穴のみRa 3.2〜12.5）。

単位：mm

1



単位：mm

2



単位：mm

3



単位：mm

4



単位：mm

5



　

単位：mm

6



7



単位：mm

8



単位：mm

9



加工寸法の普通許容差

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して製造する部品の仕上がりについて記載しています。

設計時は製品の左上が加工原点となります。

１．削り加工寸法の普通許容差　 JIS B 0405（1991）抜粋

面取り部分を除く長さ寸法に対する許容差

２．面取り部分の長さ寸法（かどの丸み、かどの面取寸法）に対する許容差

３．角度寸法の許容差

４．直角度の普通公差　JIS B 0419（1991）抜粋
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５．真直度、平面度の普通公差　JIS B 0419（1991）抜粋
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プレート（材料）の精度規格

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して製造する、鉄・アルミ合金・ステンレス鋼のプレート精度規格情報を記載していま
す。

※プレート（材料）の面粗度（Ra）＝3.2

SS400相当品・S50C相当品

6面フライス　◆長さ（L）幅（W）の寸法許容差

・寸法許容差は上表に示す寸法公差となります。　

・ご指示がない場合は上表の寸法許容差での製作になります。

厚さ（T）の均一度

厚さ（T）の両面平面度
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A2017・A5052・A7075
6面フライス 　◆長さ（L）の寸法許容差

6面フライス 　◆厚さ（T）幅（W）の寸法許容差
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SUS303・SUS304
6面フライス 　◆長さ（L）幅（W）の寸法許容差

6面フライス 　◆厚さ（T）の寸法許容差
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A5052・A2017
4面フライス（板厚選択タイプ）
板厚サイズ一覧
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4面フライス（板厚選択タイプ）
長さ（L）幅（W）の寸法許容差
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面取りの規格

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して製造する部品の面取り規格について記載しています。
※指示なき角部の面取りはC0.2となります。 詳しくは加工寸法許容差を参照下さい。

※穴、タップなどの加工箇所の角部はC0.1〜C0.5程度の面取りとなります。
※切削加工の面粗度目安は（Ra）＝3.2〜6.3となります。
※C2以上の面取りを指定する際は、端面により近い加工要素と重なる場合がございますのでご留意下さい。

１．標準面取り ２．面取り（個別設定）

最小値 最大値 最小値 最大値

全材質共通 C0.2 C1 全材質共通 C0.2 C5

３．コーナーカット

最小値 最大値

全材質共通 C0.2 C10
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面取りの

提供材質

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して製造できる材質について記載しています。
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表面処理

簡易設計・製造サービス【Plate-Builder】を使用して製造できる表面処理について記載しています。
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